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地域医療体験実習Ⅱ

学外臨床実習
A・B臨床実習Ⅰ

地域医療
体験実習Ⅱ医学概論Ⅱ

学外臨床実習
A・B研究室配属

別添_教育⽬的別履修系統図（2024年度⼊学者）

医学・⽣命科学⼊⾨
診断学序論

学外臨床実習
A・B

研究室配属

診療所・市中病院・⾏政
などの実践から地域医療
のあり⽅を考えます。

滋賀県下の医療機関の⾒学
を通じて地域医療の仕組み
への理解を深めます。

プライマリケア等に関する
体系的な知識を修得します。
実習では⾃ら選択した医療
機関の⾒学を通じて学びを
深めます。

臨床実習Ⅰでは、地域医療教育研究拠点病院での１ヶ⽉
間の実習を通じて、地域医療の実践⽅法を学びます。
学外臨床実習A/Bでは、それぞれ診療所・市中病院での
実習において、今まで学んできた知識や経験を統合させ、
学⽣⾃らが地域医療を実践します。

臨床実習Ⅰ・Ⅱ

臨床実習Ⅰ・Ⅱ

様々な基礎医学研究の事例
と共に「EBMとは何か」を
考えます。

配属先研究室で「研究論⽂
の検索技術」を修得します。
また、診断学序論では
「診療ガイドライン」に
ついて学修します。

各科の診療参加型臨床実習において担当症例のプレゼンテー
ション等を通じ、臨床現場で遭遇した臨床上の問題に関し、
診療ガイドラインも駆使しつつ、PICOを⽤い問題の定型化を
含むEBMに基づいた診断・治療法を繰り返し実践する。

医師のキャリアパスについて
概略を把握し、これからの
学⽣⽣活の過ごし⽅や、卒業
後のキャリアを考える機会と
します。

１ヶ⽉間の研究室への配属を
通して、医学研究者としての
キャリアに触れ、⾃⾝の将来
を考える機会とします。

地域医療体験実習Ⅱでは、
⾃ら選択した臨床研修病院で
病院⾒学(インターンシップ)
を⾏うことで卒後のビジョン
を想像するとともに就職活動
開始のきっかけとする。

臨床実習期間中、３回のキャリアセミナーと１回の
⼩グループでのキャリア⾯談を実施することにより、
キャリア形成や初期研修病院とのマッチング⽀援を⾏う。
また、臨床実習Ⅰ・Ⅱでは⼤学病院における19の基本診療科、
学外臨床実習A/Bでは診療所や市中病院において勤務する医師
のキャリアに触れることで⾃⾝の将来を考える機会とします。

医学教養科⽬

外 国 語 科 ⽬

専⾨基礎科⽬Ⅰ

専⾨基礎科⽬Ⅱ

専 ⾨ 科 ⽬ Ⅰ

専 ⾨ 科 ⽬ Ⅱ

専 ⾨ 科 ⽬ Ⅲ
凡例

実線：必修科⽬

破線：選択科⽬ ：「数理・DS・AI時代の医療⼈育成教育プログラム」対象科⽬

キャリアセミナー（正課外）

⽂化⼈類学
社会学

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾘｽﾞﾑ基礎
認知⾏動科学Ⅱ

経済学

診断学序論
精神系

学外臨床実習
A・B臨床実習Ⅰ認知⾏動科学

Ⅰ

臨床実習⼊⾨

⼼理学を学問的背景とした「認知⾏動科学Ⅰ・Ⅱ」に加え、コミュニケーション学の
概論を含む「プロフェッショナリズム基礎」、医療⼈類学の内容を含む「⽂化⼈類学」、
医療社会学の内容を含む「社会学」、⾏動経済学・医療経済学を含む「経済学」により
⾏動科学の理論の修得を⽬指す。

⿇酔・緩和医療学

総合診療・家庭医療学

「精神系」、「⿇酔・緩和医療学」や「救急・家庭医療学」において、各種精神疾患や
疼痛治療学、在宅医療等の側⾯から⾏動科学の実践について学習し、「診断学序論」、
「臨床実習⼊⾨」では医療⾯接についての講義とロールプレイによる実習を⾏う。
以上の学修を経て、実際の臨床現場で⾏動科学の知⾒を活⽤できることを⽬指している。


